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2.実験 2:ティンカー トイ ･テス ト (TinkerTbyTest) -------80
3.実験 3:複合数字抹消検査 (CompoundDigitCheckingTest) -･81
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M.D.Lezakは遂行機能を､ (1)意志､ (2)計画､ (3)目的を持った計画の
実行､ (4)効果的な行為と､4つの要素に分け､これらの各要素に対応した特
有の行動が存在する 3) としている｡ また､遂行機能は､リハビリテーションに
おいて ADL(日常生活活動)や APDL(生活関連動作)の状況を把握し､その維
持 ･拡大を目指すことの要素として重要である｡
現在､遂行機能のテス トバッテリーとして､Wilsonら (1996)の ｢遂行機能








































から50分､平均して 35分を要する｡ 道具は 17種類の模様図と16個の立方体






















により精神年齢を求める｡ 今回は被検者が 18歳以上なので修正年齢は 16歳 0
カ月とし以下の計算式で求めた｡
IQ-精神年齢/年齢 (修正年齢)×100






















(4)可動性 (可動する輪) と動く部分 (可動性-1点､動 く部分-1点)
(5)対称性 (対称性 :2方向-1点､対称性 :4方向-2点)
(6)3次元の物となってるか (3次元的-1点)
(7)支えがなくても立っているかどうか (1点)
(8)誤 り (1つ以上の誤 り :-1点)

















































1)指定課題における物品使用数 との関連は (表 1a)の通 りで､広域正答率､
課題終了時間､物品数､物品の種類､楽しさとの間に正の相関が認められ､
CDCTにおける誤解答率､処理数 との間には負の相関が認められた｡
2)指定課題における総得点との関連は (表 1b)の通 りで､広域正答率､課題
終了時間､物品数､物品の種類 との間に正の相関が認められ､処理数との
間には負の相関が認められた｡
3)自由課題における物品使用数 との関連は (表 1C)の通りで､広域正答率､
課題終了時間､物品数､物品の種類､楽しさとの間に正の相関が認められ､
処理数 との間には負の相関が認められた｡

























(1)平均 3.6 標準偏差 1.02であった｡
(2)男女で t検定を行った結果､t-2.51 P<0.05で差がみられた｡
2)指定課題 と自由課題のどちらが作 りやすかったかについて





(1)趣味 (手芸やプラモデル作成)趣味 13/30名 趣味無 17/30名
(2)趣味の有無による各項 目間の有意差はなかった｡
5)ティンカー トイ玩具と積み木でどちらが作 りやすいと思 うか




































実行は､一連の複雑な行動の開始 ･維持 ･転換 ･中止を､順序良く統合
して行 う必要があるとされる 3)｡このことより TTTの配点項 目に加え､新
たに加えた ｢開始時間｣との関連はみられなかったが､｢物品使用数｣と ｢課
題終了までの時間｣ の間に正の相関が見 られたことは､行動の維持 ･転換
に時間を要 したことが伺える｡ 以上のことを踏まえると､処理数は遂行機
能の定義における計画が､大きく関連 していると思われる｡










5)物品使用数 と楽しさとの間に関連が見られた｡岩崎は ｢遊びの種類 と遊具｣





































テ ィ ン カ ー ト イ を 用 い る こ と は ､ ｢楽 し く 感 じ る か ｣ ､ ｢楽 し く 感 じ な い か ｣ と い
う 点 が 得 点 に 影 響 を 与 え る と 思 わ れ ､ 男 女 差 は 影 響 し な い の で は な い か と 思 わ
れ る ｡
指 定 課 題 と 自 由 課 題 の ど ち ら を 好 む か に つ い て ､ 差 が み ら れ な か っ た こ と は ､
そ の 被 験 者 が ｢楽 し く 感 じ た か ｣ ど う か に よ る も の が 影 響 し て い る と 思 わ れ る ｡
こ れ は ､ 今 回 は ｢家 ｣ と 課 題 を 指 定 し た が ､ 指 定 し た 場 合 に は ､ 直 ぐ に 想 像 で
き て 作 製 で き た が ､ 自 由 課 題 に な る と ､ な か な か 想 像 で き ず に 困 惑 し ､ 作 製 ま
で の 時 間 が か か っ て し ま っ た 被 験 者 と ､ 自 由 課 題 で も 直 ぐ に 想 像 す る も の が で
き て 作 製 し な が ら 試 行 錯 誤 し て い き ､ そ の 過 程 を 楽 し ん で い る 被 験 者 が い た こ
と か ら も 想 像 さ れ る ｡ 恩 田 は ｢創 造 性 と は あ る 日 的 達 成 ま た は 新 し い 場 面 の 問
題 解 決 に 適 し た ア イ デ ィ ア や 新 し い イ メ ー ジ を 生 み 出 し ､ あ る い は 社 会 的 ･ 文
化 的 に ､ ま た は 個 人 的 に 新 し い 価 値 あ る も の を 作 り 出 す 能 力 ､ お よ び そ れ を 基
礎 づ け る 人 格 特 性 で あ る ｡ ｣ 12) と 述 べ て い る ｡ ま た 高 松 は 社 会 人 基 礎 力 を ｢前 に
踏 み 出 す 力 ｣ ｢考 え 抜 く 力 ｣ ｢チ ー ム で 働 く 力 ｣ の 3 つ に 分 類 し て お り ､ 考 え 抜
く 力 を ｢課 題 発 見 力 ｣ ｢計 画 力 ｣ ｢想 像 力 ｣ と し て い る 1 3 ) ｡ し た が っ て ､ テ ィ ン
カ ー ト イ を 用 い て 課 題 を 遂 行 す る こ と は ､ 考 え 抜 く 力 を 見 る こ と の 可 能 性 が あ
る と 思 わ れ ､ 今 後 検 証 す る 必 要 が あ る ｡
趣 味 の 有 無 に つ い て ､ T T T 得 点 間 で は 差 が 見 ら れ な か っ た こ と は ､ T T T の 得 点
に 噂 好 は 影 響 さ れ な い と 思 わ れ る ｡ し か し 過 去 に 積 み 木 の 経 験 が あ り ､ 積 み 木
が 作 り 易 い と 思 う と 答 え た 被 験 者 が 多 く ､ テ ィ ン カ ー ト イ は 今 回 の 対 象 者 に は
馴 染 み が あ ま り な く ､ 馴 染 み の あ る 積 み 木 と テ ィ ン カ ー ト イ を 用 い て ､ 比 較 検
討 す る 必 要 が あ る と 思 わ れ る ｡
結 論
T T T は 自 由 課 題 が 前 提 で あ る が ､ 課 題 を 指 定 し て 比 較 す る と ､ 総 得 点 を 含 む 下
位 項 目 間 に 有 意 差 は 見 ら れ ず ､ 加 え て 性 差 や ア ン ケ ー ト の 結 果 か ら ､ 噂 好 の 有
無 ､ 過 去 の 経 験 に お い て も 影 響 を 受 け な い こ と が 分 か っ た ｡ し か し ､ 課 題 を 指
定 し た 場 合 に は ､ 下 位 項 目 の ｢名 称 ｣ や ｢可 動 性 ｣ が 操 作 さ れ て し ま う こ と が
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0.46 -0.40 -0.44 0.65 0.92 0.72 0.41
表 1b指定課題における総得点との関連
0.51 -0.45 0.63 0.80 0.53
表 1C 自由課題における物品使用数 との関連
0.42 -0.47 0.44 0.96 0.70 0.54
表 1d 自由課題における総得点との関連
0.37 0.71 0.59
sD:指定課題 1.38､自由課題 1.9
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楽しさ
夢 磨 固唾
図4:楽しさにおける男女差
* :5%水準で有意差あり
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図5a
図 5b
図 5a,図 5b:どの部品とも組み合わせず部品を重ね､置くだけに使用
99
図6a
図6b
図6a,図6b:TTTで同じ得点だが視覚的に違いがある
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An attempttowardstandardizationofTinkertoy
Executivefunctionisindispensableforpeopletoperformdailyactivitiesandsolve
socialproblems.Anditisalsoausefulfactorforunderstanding,maintainlngand
enhancingthedailylifeperformancesofpatientsreceivingrehabilitation
treatments.
M.D.LezakhasappliedTinkertoysanddevelopedatestforassessing
executivefunction,buttherehavebeenfewstudiesontheappropriatescorlng
methodfTorevaluatingtheconstitutionalaspects.
Inthisstudy,diferenceswereinvestigatedbetweenfreeanddesignated
Tinkertoytasks.Atthesametime,theywerecompareduslngtheCompound
DigitCheckTest(CDCT)developedbyOhashietal.Onthisstudythe
relationshipbetweenfreeanddesignated Tinkertoytaskswereverified.
ThesubjectswerescreenedbyconductingtheKohsblockdesigntest,and
normalsubjectswhocouldbetestedwereselected.
Thesubjectswereaskedtoperformthedesignatedtask("ahouse"inthis
study)andconstructadiscreteformusingTinkertoys.Theywerealsoaskedto
performCDCTandansweraquestionnaire.
TTTdidnotfindanysignificantdiferencebetweenthefreeanddesignated
tasksintheloweritems,includingthetotalscore.Theywerenotafectedbysex,
preferenceorexperiencesinthepast.
A correlationwasobservedbetweenTTTandCDCT,andtherewasa
relationshipbetweenTTTscoresandattention.TheTTTscoresofthedesignated
TinkertoytaskwerecorrelatedwiththenumberofCDCTtasksperformedbythe
subjects.Andthetimeneededforthemtocompletethetasks,showingarelation
withplannlnglnexecutivefunction.Thissuggeststhatdesignatedtasksare
appropriateforinvestigatingtheconstitutionalaspects.
TTTscoreswerealso丘)undtohaveaftbctedenjoyment,suggestingthat
Tinkertoysmaybeintroducedandusedasatherapeutictoolforraisingmotives.
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